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 重点課題 7 男女共同参画の視点に立った地域づくり及び防災の推進 

 施策の方向（1）地域社会における男女共同参画の推進 

施策の方向（2）男女共同参画の視点に立った防災体制づくり及び環境問題の取組の推進 

 

1 統計情報等 

（1）地域における活動への参画状況 

令和4年度市民意識調査によると、地域活動等への参加について、男性、女性共に「地区自

治公民館、自治会の地域活動」が最も多い。また、男女ともに「参加していない」が40％を超

えている。 

 
令和4年度霧島市総合計画進行管理に係る市民意識調査 
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（2）地域活動の内容について 

地域活動の内容については、「清掃などの美化活動」（71.1％）が最も多く、次いで「地域の行

事に関する活動」（45.9％）となっている。 

 
令和 4 年度霧島市総合計画進行管理に係る市民意識調査 

 

 

2 事業実施状況 

施策の方向（1）地域社会における男女共同参画の推進 

具体的施策① 地域コミュニティ活動における固定的性別役割分担意識の解消 

 

170 男女共同参画に関する地区別セミナー等の開催（市民課） 

 

地域における男女共同参画への理解を促すためのセミナーを開催した。 

かるた遊びを通して、地域や家庭における固定的性別役割分担意識について 

考える場を設けることができた。 

■地区別セミナー 2地区（講師 はやと草の根会） 

 ■総参加人数 53人（男性26人、女性15人、不明12人） 

 ※令和6年3月末現在 市内地区自治公民館実施率 61.7% 
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具体的施策② 地域コミュニティ活動に関わるきっかけづくり 

 

171 ボランティア活動の推進（社会教育課） 

 

きりしま地域人材バンクにおいてボランティア登録者の技術・資質向上、相互の交流

を深めるため研修会を開催した。 

①きりしま地域人材バンクボランティア研修会の開催 

 日時：令和6年3月10日（日）9時40分受付 10時開始 

 会場：国分総合福祉センター 

 内容：【講  演】講師：植山 竜三 氏 

    【福祉体験】霧島市地域密着型サービス事業者連合会・南州メディカル  

②ボランティアバンク登録状況：1,616名 

（学生団体286名、一般団体1,126名、個人登録204名） 

 

具体的施策③ 地域コミュニティ活動への参加促進のための活動支援 

 

172 自治会への加入促進（市民活動推進課） 

 

転入・転居の手続きで窓口に来られた方々に対し、自治会転入届及び自治会加入促進

のリーフレットを配布し、自治会への加入をお願いした。 

平成30年度に加入推進に関する協定を締結した公益社団法人鹿児島県宅地建物取引業

協会及び公益社団法人全日本不動産協会鹿児島県支部に自治会加入促進のリーフレッ

ト配布の依頼を行った。 

また、4月、5月を自治会加入推進強化月間と定め、霧島市自治公民館連絡協議会と連

携し、自治会未加入世帯に対して自治会加入を呼びかけた。 

173 地域まちづくり支援事業の実施（市民活動推進課） 

 

地域住民が主体となって地域の特色を生かした独自のテーマや目標を設定し、その実

現に向けて意欲的に取り組む地域の支援を行った。 

■事業の概要 

1年目…地域まちづくり委員会を組織し、地域の現状分析を行い、市に報告書を提出

する。 

2年目…地域の10年後を見据えた地域まちづくり計画を策定する。 

3年目以降…計画の目標達成に向けて、毎年、実施計画書を作成し、自助・互助・公

助による地域づくりを行う。また、5年ごとに地域を取り巻く状況の変化に対応する

ため、計画の見直しを行う。 

■地域まちづくり計画取組状況（令和5年度中取組） 

 計画見直し事業  25地区自治公民館 

 地域計画実現事業  3地区自治公民館 
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174 地区活性化支援事業の実施（市民活動推進課） 

 

地区自治公民館及び自治会等が主体となり、自治意識のもと互いに知恵を出しあい、

創意工夫しながら、活力ある住みよいまちづくりに意欲的に取り組んでもらうため、

各地区で実施するソフト事業に対し補助を行った。 

■対象 

 ①地区の伝統事業の継承事業 

 ②地区住民の健康増進のための事業 

 ③高齢者・障がい者支援のための事業 

 ④環境美化のための事業 

 ⑤その他地区の活性化につながる事業 

175 市民活動支援事業の実施（市民活動推進課） 

 

補助対象事業 

市民グループが行う公益的なサービスを提供する（地域の課題解決に向けた取組）活

動で、自ら企画・提案し実施する事業 

■補助率 

 補助対象経費の1／2以内、ただし上限30万円  

■事業実績 

 事業応募：8団体 

 事業採択：7団体 

 【内訳】 事業実施 ：5団体 

      申請取下げ：0団体 

       事業中止 ：2団体 

 

施策の方向（2）男女共同参画の視点に立った防災体制づくり及び環境問題の取組の推進 

具体的施策① 防災分野における女性の参画拡大 

 

176 防災会議への女性の参画の拡大（安心安全課） 

 

令和4年の委員改選時に各機関・団体への委員推薦依頼書に男女共同参画の推進及び

霧島市男女共同参画推進条例が施行されたことを明記し、女性委員の推薦を依頼し

た。なお、委員の任期が2年であるため、令和5年度は特段の取組は行っていない。 

■霧島市防災会議 

 ・委員総数：40人 

 ・うち女性委員：5名（女性委任の割合：12.5％） 

■霧島市国民保護協議会 

 ・委員総数：37人 

 ・うち女性委員：4人（女性委任の割合：10.8％） 
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177 消防吏員の女性受験者拡大に向けた取組（消防局） 

 

総務省消防庁主催の女性活躍推進アドバイザー制度による研修が、隣接の大隅曽於地

区消防組合で開催され、当局の幹部職員と女性消防吏員が参加し、組織としての取組

みを再認識した。 

また、職員採用試験については、各採用説明会に参画し、女性の受験に結びついた

が、採用には至らなかった。 

当局の受験者数が少なかったこともあり、採用予定者の受験要項を見直し、受験者数

の増加を図るとともに、女性消防吏員の採用に結びつけたい。 

178 女性消防団員の確保に向けた取組（消防局） 

 

令和5年度末時点、33名の女性消防団員が活躍しており、消防団員への入団勧誘につ

いては、性別を問わず行った。 

■具体的活動    ①火災予防週間における火災予防広報の実施 

及び一人暮らしの高齢者宅への防火訪問  71回 

          ②住民に対する防災教育（地区公民館等）   78回 

          ③普通救命講習                2回   

 

 

具体的施策② 男女共同参画の視点に立った防災及び災害対応 

 

179 防災に関する知識の普及及び自主防災訓練への支援（安心安全課） 

 

■出前講座実施件数   

令和 5年度 35件 2,907人 

令和 4年度 33件 1,997人 

180 避難所等への市女性職員の配置（安心安全課） 

 

避難所従事業務について、令和2年度以降、避難所の開設方針を見直し、避難所に従

事する職員のローテーション化等を導入し男女問わず特定の職員へ負担が偏らない

様、負担平準化を図っている。 

令和5年度の女性の避難所要員数は前年度比で16名（5.65ポイント）増加した。 

■令和5年度における女性の避難所要員：97名  

 避難所配置要員：  302名 

 女性要員の割合：  32.12％ 

181 男女共同参画の視点に立った避難所運営の研修（市民課） 

 

避難所運営における男女共同参画の視点の重要性や、多様性に配慮した避難所運営に

ついて理解を深めるため、職員を対象とした防災研修を実施した。 

日 時：令和5年5月25日（木）  

講 師：鹿児島県防災アドバイザー 堀之内 広子 さん 

受講者：市職員108人 
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3 数値目標の推進状況 

項目 

現状値 
（計画策定時） 

現状値 目標値 

数値 年度 数値 年度 数値 年度 

県男女共同参画地域推進員 6人 2022 6人 2023 6人 2027 

自治会長に占める女性の割合 11.0% 2022 12.4% 2023 13.5% 2027 

まちづくり活動に参加している市民

の割合（※） 
58.0% 2022 ― ― 62.7% 2027 

（※）計画策定時の数値は令和4（2022）年度霧島市総合計画に関する市民意識調査の数値 


